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パート１
2040年問題

2018年6月6日 社会保障審議会医療部会



2040年に何が起きるか？

2025年との比較をしてみよう
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2040年
2025年

万人



団塊ジュニアが65歳以上
2040年

2025年
2040年

75歳以上

65歳以上



・・・2040年

・・・2035年

・・・2030年

・・・2025年

・・・2020年

・・・2015年

・・・2010年

地域により
医療需要ピークの時期
が大きく異なる

出典：社会保障制度国民会議資料 （平成25年4月19日第9回
資料3－3 国際医療福祉大学高橋教授提出資料）

高齢化のピーク・医療需要総量のピーク

7

中医協 総－２参考

２８.１２.１４より

2040年に高齢化のピークを
迎えるのは首都圏を始めと
した大都市圏



社会保障給付費
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GDP対比21.5％
140兆円

GDP対比23.8～24％

190兆円

120兆円



対GDP比はドイツに近く、世界に類
を見ない水準というわけではない

• 2018年6月6日、社会保
障審議会医療部会

• 「社会保障給付費が対
GDP対比が24％という水
準は今のドイツに近く、フ
ランスではもっと高い、世
界に類を見ない水準とい
うわけではない」
• 伊原和人厚労省大臣官
房審議官（医療介護担
当）

10
伊原和人氏
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問題は人口減
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2010年 2017年

7年間で
100万人減



823万人
930万人

1070万人
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2025年

2040年

2010年



2040年
就労人口の激減で、就業者数の

5人1人がヘルスケア分野
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2040年問題のポイント

社会保障給付費はなんとかコントロールの範囲内

しかし就労人口減が最大の課題！
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パート２
2040年問題解決とICT



「オンライン診療の導入」
安倍首相が明言

• 2017年4月14日の第7回
未来投資会議

• 「対面診療とオンラインで
の遠隔診療を組み合わ
せた新しい医療を次の診
療報酬改定でしっかり評
価する」



遠隔医療普及推進へ向けての
４つのポイント

• （1）遠隔診療の要件の明確
化（遠隔診療と医師法との
関係の明確化）

• （2）インセンティブの付与
（補助事業、保険適用）

• （3）医療従事者のリテラ
シー向上（遠隔医療に関す
る知識・技能修得）

• （4）遠隔診療の有用性の評
価（厚生労働省科学研究の
実施）

厚生労働省医政局研究開発振興課
医療技術情報推進室 吉村健佑氏

国際的には遠隔精神
（Telepsychiatry）、遠隔皮
膚（Teledermatology）の領

域が先行しているし

2016年10月、日本遠隔医療学会
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オンライン診療料：70点（1月につき）（新設）
オンライン医学管理料：100点（1月につき）（新設）



遠隔モニタリングで
睡眠時無呼吸症候群の

治療実績と患者満足が上がる





オンライン診療と糖尿病

持続血糖測定器

持続血糖測定器



ICTを活用した
遠隔死亡診断
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オンライン
服薬指導

オンライン
診療、モニ
タリング
死亡診断



MCSの拡張の将来性に期待

オンライン診療・モニタリングとのリンクを！
オンライン服薬指導とのリンクを！
オンライン死亡診断とのリンクを！
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ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイトに公開してお
ります。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
mutoma@iuhw.ac.jp

国際医療福祉大学クリニックhttp://www.iuhw.ac.jp/clinic/
で月・木外来をしております。患者さんをご紹介ください

http://www.iuhw.ac.jp/clinic/

